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ジョセフ病患者をめぐる地域での連携

勢力 里美 窪 左千江 植田久仁子

山田 宏治 川口 洋子 市口 和子

目的　重度の神経障害と，多くの問題を抱える長期在宅療養患者に対してQOL（Quality Of Life）の向上

と，日常生活動作の改善をめざすために，医療が保健・福祉と連携を試みたので報告した。

方法　患者に関わる地域医療が，保健・福祉に連携を呼びかけて症例検討会を開催し，情報の交換と意見の

取りまとめを行い，援助の質の向上をはかるとともに患者の生活改善をめざした。また，保健所主催の

保健福祉サービス調整会議を活用して，緊急時の支援体制を整えた。

結果　患者の要望に合った援助を，より円滑に提供することが出来るようになった。また，日常生活におけ

る身体的側面での援助が整ったことにより，それまで情緒不安定であった患者の精神状態も安定へと導

かれた。援助者側にとっても役割が明確にされたことで，それぞれが持つ特殊性を生かした援助を提供

することが出来るようになった。

結論　在宅療養患者がより安定した日常生活を送るための支援体制としては，患者に関わる各関係機関が連

携することによって互いの情報を交換し，共有することで，家族や患者の状況に応じた問題解決が行な

え，援助を円滑に提供出来ることが明らかになった。
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